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□ごあいさつ
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 環境保全への行動指針

１ ． 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ． 創意工夫による省エネルギー等により二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ． 廃棄物排出量の削減、建設副産物のリサイクル率の向上に努めます。

４ ． 適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ． 有害化学物質使用料の削減および適正管理に努めます。

6 ． グリーン購入（エコ事務用品）の推進に努めます。

7 ． 環境に配慮した工事、環境配慮製品の拡販、サービスの向上に努めます。

8 ． 自然災害発生時の対応および対策整備に努めます。

9 ． 地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

10 . 人材採用や人材育成、キャリアプランの設計等により人員数の最適化に努めます。

我々は、あらゆる活動が地球環境と深く関わっていることを認識し、我々の事業活動である

ガス導管、ガス住設機器、空調・衛生設備の設計施工及び機器販売を通じて環境との調和を

図りつつ以下の項目に取り組み、持続可能な循環型社会の実現に向けて持続的に環境活動の

改善を行うことを誓約します。

環境経営方針
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（１） 名称及び代表者名

大晃設備株式会社

代表取締役社長　高橋 孝治

（２） 所在地

本　　　社 大阪市鶴見区今津南3丁目4番32号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　 専務取締役　林 隆照 TEL：06-6466-4771

担当者 事務局 TEL：06-6180-4445

（４） 事業内容

ガス設備・空気調和・衛生設備の設計及び施工　

（５） 事業の規模

売上高 万円

従業員　　　　　 名 名

延べ床面積　　　 ㎡ ㎡

（６） 事業年度

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 大晃設備株式会社

対象事業所： 本　　　社

対象外： なし

活　動： ガス設備・空気調和・衛生設備の設計及び施工　

□事業の紹介

ガス工事： 高度な知識と技術を持つガスのプロフェッショナルが最適な工事を提案。

高品質で美しいTIG溶接にも対応しております。

ガス住宅設備工事： 省エネで環境にやさしく、経済性も高い「エネファ－ム」など、最新ガス機器の

提案・販売、施工までを一貫して行います。

ガス空調工事： 省エネ性・クリ－ン性に優れ、地球環境保全にも貢献するガス空調設備。

新築からリニュ－アルまで幅広く対応します。

給排水衛生設備工事： 冷暖房空調システムから給排水衛生設備まで、さまざまな設備工事のニーズに応え

建設設備をトータルでサポ－トします。

4月1日　～　3月31日

3632.18

2022年12月26日更新日：

本　　　社

96

組織の概要
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更新日：

役割・責任・権限
代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・環境経営方針の策定・見直し

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境経営計画の審議

環境経営組織及び役割・責任・権限

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

環境委員会　※2

・環境活動実績の確認・評価

2022年3月1日

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境活動の実績集計

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

部門長

内部監査チーム　※1・環境に関する内部監査の計画

・環境に関する内部監査の実施・報告

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

※1　従業員数95人超で検討会開催、100人以上で内部監査実施。

・環境管理責任者を任命

・環境経営レポートの承認

・代表者による全体の評価と見直し、指示

・環境経営レポートの確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・試行・訓練を実施、記録の作成

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

※2　各部門長及び事務局員を構成メンバ－とする。

営業本部

代表者
（社長）

環境管理
責任者

内部監査チ－ム
※1

環境事務局

環境委員会
※2

管理本部生産技術本部
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✕

✕

✕

〇

✕

〇

〇

✕

✕

〇

✕

単位 2020年

237,216

121,026

（実績） （実績） （目標） （目標）（実績） （実績）

※今期

主な環境負荷の実績

2021年 2022年項　目 2024年2023年

12,537

138,304

33,834

-1.5%

104,470

2,122

250,167

2025年2019年

ガソリン：2.32kg-CO2/L・軽油2.58kg-CO2/Lを使用。（温室効果ガス総排出量　算定方法ガイドラインＶｅｒ.1.0より）

2.16kg-CO2/m3を使用。（温室効果ガス総排出量　算定方法ガイドラインＶｅｒ.1.0より）

環境経営目標及びその実績

2020年

-

【電力】

39,669

- - -

水使用量

ー平成30年度実績 ーR2.1.7公表　　調整後排出係数使用。

大阪瓦斯：0.403kg-CO2/kWh、関西電力：0.418kg-CO2/kWhを使用。

【ガソリン・軽油】　

【都市ガス】

※基準年度

2019年

（実績）

評

価

『二酸化炭素排出量の削減』

① 電力による

二酸化炭素削減

52,008

年度

項目

36,675 39,272 39,074

（目標）

2023年

-1.5%基準年度比※ 購入量で対比

溶剤使用量削減・適正管理 4,958

-

- 8.2%

- 16.6%

88,390 138,810

100.0%

3,170.5 2,765.3 4,682.3

※基準年度 ※今期

　産業廃棄物排出量

　一般廃棄物排出量

廃棄物排出量

二酸化炭素総排出量　※

※ 三ヶ年計画（2023年～2024年）および基準年での電力・都市ガス・ガソリン・軽油の排出係数は以下の通り。

㎥ 2,128 2,173 1,144

kg 22,784 24,071 13,778

kg 98,242

未実施

241,218

2025年

259,060

132,900 88,390 138,810

kg-CO2 259,100

2024年2021年 2022年

981

156,971 102,168 151,347

-1.0% -1.5%基準年度比

39,471

-0.5%

50,840 51,903kg-CO2

25,160 25,034 24,908 24,78335,746 36,558 37,560kg-CO2

-

13,571

0.5% -1.0% -1.5%

241,218 237,216

0.5% -1.0% -1.5%

176,389 175,507 174,625 173,743

-

13,778 12,537

『廃棄物排出量削減・建設副産物のリサイクル率の向上』

160,704

基準年度比

kg-CO2

基準年度比

kg-CO2

-

- - -

259,060 259,100 250,167

- -

基準年度比

80.1% 89.9%

基準年度比

台

6,164kg

- 63.4% -1.0%

7,581 7,706

- -

6,227

-0.5%

6,258 3,830 6,195

184

『環境に配慮した工事、環境配慮製品の拡販、それに伴うサービスの向上』

84.2% 93.1%

-1.5%

1,282.5 2,676.4 1,269.7 1,263.3

-

- -

86.6%

87,064

- -36.3% -1.0%

- -52.1% -1.0%

981 1,133 1,127

87,948

-0.5%

-0.5%

9.9% -1.0%

13,640

132,900

2,128 2,173

- -

kg

- -

-- -

環境配慮製品の拡販 184

② 都市ガスによる

二酸化炭素削減

25,034

-0.5%

175,507

『グリーン購入の推進』

-1.0% -1.5%基準年度比

『化学物質使用量の削減』

-1.5%

1,1442,122

- - -

1,138

-0.5%

『水使用量の削減』

171,306 171,702

104,470 98,242

84.2% 84.2%

③ 自動車燃費による

二酸化炭素削減

基準年度比

㎥

-

① 一般廃棄物の削減

（排出量）

② 廃プラの削減

（処分量）

③ 建築副産物の削減

（排出量）

水使用量削減

-0.5%

240,012

33,834 22,784 24,071 13,709

二酸化炭素排出量合計

-0.5%

1,276.1

87,506

kg

基準年度比

kg

基準年度比

- - -

84.2%

行動目標（次項による）

- 32.9% 100.0% 100.0%

- -9.5% 100.0%

184287 216

『環境に配慮した工事、環境配慮製品の拡販、それに伴うサービスの向上』

202 211 184

グリーン購入（エコ事務

用品購入）の推進

％

-
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2022年

2023年

2022年

2023年

■ 二酸化炭素排出量の削減

10月

○

2,158

7,0315,845

7月

1,250 255

6月

○

7,907

△

○

達成状況

7,229

○

7,560

6,880

6,101

8月

795 1,651

1,356 2,09499132

5月

8,7149,257

・昼食時の消灯

・不要照明の消灯

数値目標

536

取組結果とその評価、次年度の取組内容

○

1,2291,762

3月

566

9月8月7月6月5月4月

○

8,130 7,701

2月

8,575

753 912 647

9月

電力同様、移転初年度の2022年（基準年度）対比、また2023

年度目標対比においても使用電力は削減され、目標達成と

なった。

1,720

2月 3月4月

① 電力による二酸化炭素削減

△

9,443

・働き方改革の実施

・離席時のパソコン電源ＯＦＦ

② 都市ガスによる二酸化炭素削減

数値目標

・ガス空調機の定期点検

・ガス空調機の利用時間・温度設定

・保温ポット等の利用

・出湯適量（必要量）を守る

6,602

8,9379,633

9,290

7,502 7,412

9,359 7,094 7,268

11月 12月10月

活動：◎よくできた　○：　△あまりできなかった　×全くできなかった

環境経営計画の取組結果とその評価

数値目標：○達成　×未達成

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

○ 移転初年度の2022年（基準年度）対比、また2023年度目標対

比においても使用電力は削減され、目標達成となった。

○

1,024 308175

1月12月11月

8,322 7,646

249 427 719 837

1月

0

5,000

10,000

15,000

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
月

2
月

3
月

電力（kWh） 2022年 2023年

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500 都市ガス（㎥） 2022年 2023年
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2022年

2023年

2022年

2023年

・燃費を意識した自動車の採択

6月 7月

4月 7月 8月

4,003

数値目標

③ 自動車燃料による二酸化炭素削減

・相乗り、相積の奨励

3,867 3,883

793 1,096964 697 780 7947861,327

4,300

6,177 5,856 5,463 5,081 5,045

5,249 4,982 4,843 4,311 4,280

736

・効率的なルートでの運行推奨

・エコドライブの推奨

1,384

10月 11月 12月

1,248

1月

10月

2月 3月

1,612

4,596

4,866

4,076

4,445 3,984

8月 9月 11月 12月 1月 2月 3月

×

○

1,1751,114 7461,287

1,174

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

リース車両の入替え時にはハイブリッド車や低燃費車両を積

極的に採用している事が奏功し、目標達成となった。

×

○

○

1,325 913

9月

842

1,291

4月 5月

5,535 4,609 4,493 5,615

4,331

728996 1,046

5月 6月

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

ガソリン（L) 2022年
2023年

0

500

1,000

1,500

2,000

軽油（L) 2022年
2023年
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2022年

2023年

2022年

2023年 169

12月

95 81

10月

×

1,217 1,218 1,195 9571,359

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

1,211

達成状況

○

○

○

5月

54

936

○

△

△

△

935 1,010 1,040 949 1,311

取組結果とその評価、次年度の取組内容

1月

1,182

10月 2月

203

3月

1月 2月 3月

1,012

11月 12月

1,045

9月

11月9月

976 1,095

317

ゴミ削減に対する社員の意識の向上により目標達成となっ

た。次年度以降も目標値に対し達成を目指す。

基準年度対比、目標対比ともども目標未達となった。社員へ

の啓蒙活動を通じて来期は目標達成に資する

270

189

284 182 273

155

338

95

4月 7月 8月

277 122 122 122 203

149 88 47 88 41

8月

『廃棄物排出量削減・建設副産物のリサイクル率の向上』

① 一般廃棄物の削減（排出量）

・梱包材の再利用

・シュレッダー廃紙のリサイクル化

・分別の徹底

数値目標

6月

1,190

5月 6月

940 1,045 1,0901,055

・素材別ボックスの設置

・作業ミスによる廃棄量の削減

・分別の徹底

数値目標

② 廃プラの削減（処分量）

1,2841,066

4月 7月

0

500

1,000

1,500

4月 5月 6月 7月 8月 9月 11月12月 1月 2月 3月

一般廃棄物（kg） 2022年 2023年

0

100

200

300

400

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

廃プラの削減（kg） 2022年
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2022年

2023年

5月 6月 7月 9月

・作業ミスによる廃棄量の削減

・分別の徹底 △

③ 建設副産物の削減（排出量）

廃プラ同様、基準年度対比、目標対比ともども目標未達と

なった。社員への啓蒙活動を通じて来期は目標達成に資する

6,480 5,560

×

達成状況

13,560 16,650

6,460 5,670 8,820 10,260 11,810

取組結果とその評価、次年度の取組内容

10月 11月 12月 1月 2月 3月

数値目標

△

13,400 9,610 13,230 15,630

9,340 5,970 5,420 7,930

13,740 7,700 7,760 7,360 11,470 8,700

8月

4,670

4月

0

5,000

10,000

15,000

20,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

建設副産物の削減（kg）

2022年 2023年
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2022年

2023年

2022年

2023年

2月

316

334 180

278503 567 672 734 329

331 365 444 364 244 278 439 208

×

○

5月

105

8月

93148

6月 7月 10月 11月9月

95

『化学物質使用量の削減』

溶剤使用量削減（あるいは適正管理）

・在庫管理による不良在庫の削減

9月 10月 11月 12月

301 342

1月

802

○

『水使用量の削減』

達成状況

2月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

89

12月 3月

95

浴槽への水使用の削減など、2022年3月の本社・営業所の移

転統廃合の効果により目標達成となった。

82 8096

1月

72

84

88 76 77 85 87

4月

・漏水確認の実施

・節水シール貼付とポスター掲示

数値目標

水使用量削減

達成状況

数値目標

取組結果とその評価、次年度の取組内容

85 85 85 81

354 510 390 803

6月 7月 8月

・発注量の適正化

・作業ミスによる使用量増加の抑制

4月 5月

×

△

○

3月

81 79

前期は目標未達であったが、今期は目標達成となった。物件

により購入量は左右されるが、適切な仕入れ量を見極めて、

不要な購入を抑制することで、今後も目標達成に資する。

○

88 89

×・有害性物質の表示の徹底
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50

100

150

200

4月 5月 6月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

水道水（㎥） 2022年
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400

600

800

1,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

化学物質使用料の削減（kg）

2022年 2023年
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2022年

2023年

※エネファ－ムは家庭用ガス発電装置であり発電時の熱を
給湯にも使うコージェネレ－ションシステムである。また
緊急事態で発電した際に家庭内に電気を供給するというレ
ジリエンス機能が注目されている。

27 13 10

『自然災害発生時の対応および対策整備』

・ガス発電機導入への提案

・緊急工事時に対応できる人材の確保

・防災訓練および点検実施

数値目標

16 26 19 13 29 20 12

達成状況

1月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

2月 3月

35 21 15

自然災害発生時の対応および対策整備

15 16

24 23 37 28 19 17 20 24 24

『環境に配慮した工事、環境配慮製品の拡販、それに伴うサービスの向上』

（エネファーム）

・環境配慮製品の販売促進

・省エネ機器の採用

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

○

数値目標

環境配慮製品の拡販

- コロナ禍明け後、本格的な防災訓練を再開。また緊急工事時

に対応可能な人材の確保についても、人件費の問題もあり積

極採用とまではいかない状況であった。

○

×

○

四半期毎、ならびに年間を通じて目標を達成できた。引き続

き、営業部と一体となって製品の魅力を伝え販売台数の増加

を目指す。

○

○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

0

10

20

30

40

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

エネファーム販売（台）

2022年 2023年
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■実施日： ■実施場所：

■参加者：①社員全員 ■実施内容：①避難訓練（火災時）

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

2023年11月8日 本社

屋外避難→避難確認にて15分程度を想定していたが、10分で完了。訓練の役割分担も概ね機能し、かつ特段

の事故トラブルもなく円滑に終了。

緊急事態の想定：

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

適用される法規制

化管法

労働安全衛生法

フロン排出抑制法 業務用空調機の点検、記録、保存。

騒音規制法

産業廃棄物・一般廃棄物の処理の適正委託、マニュフェスト管理、委託状況の報

告、適正保管管理。
廃棄物処理法

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

施工工程で使用する化学製品の管理

作業に伴う振動の抑制（規制値内）。

緊急事態対応の試行・訓練

作業に伴う騒音の抑制（規制値内）。

使用・保管する化学製品のリスクアセスメントの実施・周知

振動規制法

なお、違反、訴訟等も過去１５年間ありませんでした。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

鶴見消防局立会いの元、訓練を実施する予定であったが、近隣火災対応のため立会いがかなわず、自主訓練

として屋外への避難訓練のみ実施。消火訓練については次の訓練にて実施となった。

また近隣への事前通知を実施した事もあり、火災報知器の鳴動による騒音等近隣からのご意見も特段無し。
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実施日：

　1.新三ヶ年計画の制定

新社屋移転初年度の2022年を基準年度として新三ヶ年計画を立案し実施運用を行う。

今回実施した取組 ① 移転初年度の実績を考慮し、現状に則した目標値を設定。

② 廃棄物量を現状受注に合わせた目標値の設定。

◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境経営方針

◇環境目標・活動計画

・

・

◇その他（実施体制含む） ◇その他（実施体制含む）

・ 環境関連法規制等は遵守されています。 ・ 法令遵守、近隣クレ－ム無しを継続して実施

・ 関連機関、近隣からの違反等の指摘、訴訟 すること。

　 等はありませんでした。

・世界規模の環境課題である地球温暖化に対す

る取組（2030年には温室効果ガス排出量を2013

年比で46%削減、2050年にはカーボンニュート

ラルの実現）。

今後のエネルギー政策の変化への対応

・本社移転後も環境経営方針は変わらず継続

代表者による全体の評価と見直し・指示

2022年3月31日

【前回の指示への取組結果】

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞

廃プラの削減（処分量） 本社移転統廃合後の2022年度を基準年度とした

三ヶ年計画初年度にあたるが、全9項目のうち、

7項目が目標達成となった。但し、左記2項目に

ついては前年度まで目標を達成していた項目で

あるため目標達成に資するべく、あらためて環

境負荷軽減への意識を醸成し成果に繋げる。

建設副産物の削減（排出量）

が未達成に終わった。

【今回の評価結果と今後の経営視点】

◇環境目標・活動計画の達成状況

本年度は本社移転統廃合後の2022年度を基準年度とした三ヶ年計画初年度にあたるが、全9項目のう

ち『電力による二酸化炭素削減』・『都市ガスによる二酸化炭素削減』・『自動車燃料による二酸化

炭素削減』・『一般廃棄物の削減（排出量）』・『水使用量削減』・『溶剤使用量削減』・『環境配

慮製品の拡販』の7項目が目標達成となった。本社移転統廃合による設備面の恩恵が奏功した点は否

めないが、社員の環境配慮への意識も年々向上しており、次年度も引き続き目標達成に資する。

他方で『廃プラの削減（処分量）』・『建設副産物の削減（排出量）』については、目標未達となっ

た。廃材および余剰材の廃棄量を削減させることで次年度は目標達成に資する。
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＜環境配慮工事について＞

1．各種配管の残管の活用促進

鋼管・フレキシブルパイプ・PE管・樹脂管等使用後の残管は、残りの延長を明示し、後工事に使用しやすくする

事で、材料ロスを最小限にする。

これまでの環境活動の紹介

　大晃設備株式会社では各営業所で週3回、周辺清掃等の美化活動を行い地域環境の保全に積極的に取り組んでいます。

＜会社周辺地域の美化活動＞

2．低騒音型の小型発電機や小型建設機械（ユンボ等）の採用
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